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資　料

大学生の 独 自性欲求 の類 型化 に 関す る研究

宮　下　一 　博
’

A 　STUDY 　ON 　NEED 　 FOR 　UNIQUENESS 　IN 　ADOLESCENTS

Kazuhiro　 MiYASHITA

　　The 　purposes 　of　the　present 　study 　were 　to　explore 由 e　possibility　of　typing
‘
need

for　uniqueness
｝
proposed 　by　Snyder　and 　Fromkin，　and 　tQ　examine 　the　characteristics

of　these　types ．　 New 　items　measuring 　need 　for　uniqueness ，　the　Japanese　version 　of　the

need 　for　uniqueness 　scale 　developed　by　Snyder　and 　Fremkin ，　and 　the　mental 　set　scale

fQr　creativity 　by　Mishima 　et　 al ．　 were 　 adnlinistered 　to　224　 unlversity 　students ．　 By

means 　of 　various 　s亡atistical 　analyses ，　a　new 　reliab ！ea 惣d　valid 　scale 　fomleasuring　need

fDr　unique ロess （UIliqueness　Scale） was 　constr 」cted ．　In　accordar ユce 　wi 出 this　scale ，
‘
need 　for　uniqueness

’
was 　divided　jllto　four　types　l （a ）goillg　my 　way （calm ）type ；〔b）

repressed 　type ；〔c）self
−
exhibited 　type，　and （d）self −centered 　type．　Among 　thesc　types，

going 　nly 　way 　and 　se1 卜exhibited 　types　were 　seen 　showing 　higher　scores 　in　mental 　set

scale 　for　creativity ．

　　Key 　words ：need 　for　uniqueness ，　Uniqueness　Scale，

問題 と目的

　Snyder＆ Fromkin （198D ） に よ っ て提唱 さ れた 「独

自性理 論」 （The ・ ry 　of 　Uniqueness） で は，人 間 の 基本的

な欲求 として ， 「他者 と は 異な る ユ ニ ーク な存在で あ り

た い 」 と い う独 自性 欲求 （need 　for　unic ；ueness ＞ を そ の 中

核 に 据 え て い る。 こ れ に 関 す る研 究 の 概 要 は ， 岡本

（19S2，1985）に 譲 る が ， 人 問存在 の 根本 に 関わ る興味深

い 理論 で あ る。我 国 で は，Okamoto （1983），岡本（1gs5）

が こ れ に 関 す る 先駆 的 な研 究 を行 っ て い る。まず ，

Okamoto 　 G983） は，　 FrDmkin （1970，1972｝ に 基 づ い

て， こ の 理論 に 関 する基 礎的研究 を行 い ，牲格や態度，

興味 に 関し て 「他 の 人 と非常 に 類似 し て い る」と い う

内容 の フ ィ
ー

ドバ ッ クを受 け た人 は，「類似 度 が 中程

度」 と い う内容の フ ィ
ードバ ッ ク を受 けた人 に 比 べ て ，

よ り否 定的な情 動 を体験 して い る こ と な ど を報告 して

い る。また ， 岡本 （1985 ｝は，Snyder＆ Fromkinが作

・　 千葉 大学 （Chiba　University＞

成 した独自性欲求 を測定す る尺 度を我 国 に 導入 し ， そ

の 信頼性 や妥 当性 に つ い て検討 して い る 。 この 尺度は ，

上記の よ うな フ ィ
ー ドバ ッ ク ・パ ラダ イ ム とともに ，

そ の 個 人 差 を と ら え る 主要な測定具 と考 え られ ， 信頼

性 と妥当性 を我国 に お い て，吟 味す る こ とが 目的 と さ

れ た 。 そ し て ， こ の 尺度が 測定 し て い る も の は ， 1 つ

の 概念 とし て まとま りを持 つ 安定した 個入 差 に 関わ る

変数で あ る こ と ， 高 い 信頼性 と妥 当性が得 られ た こ と

な ど が 報 告 さ れ て い る。

　 しか し，岡本 〔1985〕の 独 自性 欲求尺度 の 因子分 析の

結果 や ， 大学生 64名 を対象 と し た筆者 ら の 予備調 査 の

結果 （「独 自的 な 入 と は どの よ うな人 だ と思 い ます か ？」 との 問

に 対 し て 箇 条書的 に 回 答） な ど か ら考え て ， 質的 に違 い の

あ る独 自性 欲求 の タイ プ が 存在 する こ と も考え られ る 。

予備 調査 の 回答例 を列 挙す る と，   自分 な りの 意見 を

持 っ て い る人，  自分 の 個性 を把握 し て い る人 ，   物

事 を色 々 な側面 か ら見 る こ とが で きる人，  他人 を気

に し な い 人 ，   ま わ りの 人 に 流 さ れ な い 人 ，   人 を笑

わ せ る人，  型破 りな こ と をす る人，  自分 の 思 う通
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り に 動 く人，  自分 の や りた い こ と が で きる人 な ど と

な り， こ れ らの 回答 か ら 「独 自的な人」 を と らえる視

点 を探索 した。そ し て ， 第 1に
，   や  ，   ，   の よ

うに他人 の 存在 をそれ ほ ど意識 し な い か ， それ とも 
の ように 他人 の存在に と ら われ やす い か と い う視点 ，

第 2 に ，   や   ，  の ように行動 と い う よ りもそ の 人

の 意識 や認 識 の レ ベ ル を強調す るか ，それ と も ，   や

  ，   の よ う に 積極的 な行動 を強調す る か と い う視点 ，

の 2 つ が 導 き出 さ れ た。本研究で は，こ の 予備調査 の

結 果 を参考に し て，独 自性欲求 と い うもの を， 1 「他

者 の 存在 を気 に す る か 否か」， II「自己 を積 極的に表出

す る か 否か 」と い う 2 つ の 視点 欽 元）か ら と ら え，仮

説的 に FIG　1 に 示す 4類型 を設定 した。

自己 を

　 表

他者 の 存 在 を気 に しない
。

匯廳
自己 を積極 的 に

　 　 　 　 表 出す る

自己を積極的に表出す るほ ど高得点 とな る よ う 7〜 1

点を付与 し た。

TABLE 　1 新 しい 独 自性欲求を瀏定す る項 目の

項 目
一

全体 得点間相関係数
D

 

 

3

 

 

 

 

891011

 

 

14

 

1617

 

引込 み じ あん で あ る。”ta〜｝

自分 に 対 す る他 人の 評価 が 気に な る。
＋

型 に は まっ た こ と をす る よ り か わ っ た こ と を し

た い ド
＋

つ い っ い 自分 と他人 を比 較 し て し ま う。
’

誰 か らも嫌わ れ た くない ゲ

我 を通 す こ とは あ ま り好 まない
。

’＋

他 人 が 自分 に 反対 する と い や な 気持 ち に な る。“

人 の 話 を き くよ り 自分 で 話 し てい た い 方 だ。“＋

世 間体 はそれ ほ ど気 に し な い 。
“

い つ で も積極的に 自分 の 意見 を述べ る。軸

他 人 の 行動 に は あ ま り関 心 が ない 。↑

人に 見られ て い る とつ い か っ こ うっ けて しまうバ

恥 ずか しが りや で あ る♂
＋

人 か ら 「生 意気 だ 」 と か 「う ぬ ぼ れ て い る 」 と

か 言 わ れ た こ と が あ る♂
＋

自分 の 容姿 を気 に す る方 で あ るゲ

自分の 長所をで きる だけ ア ピ
ー

ル して い きたいべ
＋

私は つC さんよ ワは優れ てい る と思 っ て い るゼ
↓

他の 人 に 自分 の こ と を認 め て もらい た い 。＋

．495串’

．6553寧

．377参拿

．598．°

．552騨

．374鉢

．445躰

．177韓

．556韓

．478’ t

．361n
．345巉゚

．400榊

．2318‘

323桝

OI5159
率゜

343鎚

厖劃
他者 の 存 在 を気 に す る

F】G．1 独 自性欲 求 の 類型

　本稿 で は ， 上記の よ う な独自性欲求 の 類型化 が可能

で あ る か否か検討する と ともに ， それ ぞれ の 類型 の 特

徴を探索的 に 検 討 す る こ と を 目的 と し た。

方 法

　調査対 象　国立 C 大学学生　224名

　謁査時期　 1987年10月上旬

　調査方法　以下の 3種の 質問紙 を授業時間 を利 用 し

て 集団的 に 実施 し た 。

　質問紙　（11独 自性 欲求 を測 定す る質 問紙 ：上記 2 つ

の 次元 それ ぞれ を測定す る と考え ら れ る項 目を増田

（19S8 ｝が作成 し た。筆者 ともう 1名の 研 究者が そ の 内

容的妥 当性を吟味 し ， 意見 の
一
致 を み た TABLE　l に 示

す18項 目を選択 し た。回答 は 7段階評定に よ りな さ れ，

各項 目 と も， 他者の存在を気 に しな い ほ ど， あ る い は

注 1） O 印 は逆転 項 目 を示 す。　　 ・ ・ p （．01
注 2）　 ＋ ：他者の 存在を気に するか 否か の次元 を測定 す る項 目。
　　＋ ＋ ：自己を積極的に表出するか否か の次元を潟定す る項 目。

　  独自性欲 求尺度 ：併存的妥当性 を検討す る た め ，

岡本 （1985）が 翻訳・作成 した独 自性欲求尺度32項 目 を

そ の ま ま使用 した。 7段階評定 と し ， 各項 目とも得点

が 高い ほ ど独 自性欲求が 高 くな る よ う 7〜 1点を 付与

し， 総得点を算出した 。

　（3）創造的構 え テ ス ト ：独自性欲求 との 関連を検討す

る た め に使用 さ れ た。三 島 ・久米 ・青柳 ・星野 ・吉光

（1985） に よ り作成 さ れ ， 6下位尺度68項 目か らな る 。

下位尺度 は ，   自己信頼感，  持 久力 ，   挑戦性， 

探求心 ，   細心 さ，  客観性の 6 つ で ある。回答 は 7

段階評定と し， 各項 目と も創造的構 えの 程 度が 高い ほ

ど 高得点 と な る よ う 7 〜 1 点を付与 し ， 各下位尺度 得

点な ら び に 総 得点 を算出 した 。

結果 と考察

　1．新 しい 独 自性欲求尺 度 〔ユ ニ ーク さ尺 度｝ の作成

　（1｝項目分析　作成 した 18項目に つ い て，各項 目得点

と総得点 との 相 関係数算出に よ り項 目分析 を行 い
， そ

の 結果 を TABLE 　l に 示 し た 。
こ の結果に基づ き，有意

に達 しな い 項 目Na16を除外，残 りの 17項 目を採択 し た 。
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　  因 子分析　項 目分析 を 通過 し た ユ7項 目 に つ い て ，

主因子解に よ る囚子分析 を行 っ た 。 それ に よれば，各

因子 の 固有値は
， 第 1 因子 3．45

， 第 H 因子 2．65
， 第】II

因子 1．30， 第IV因子 1．17， 第 V 因子 1． 9な ど と な り，

第 1因子 ， 第 II因子 と第 m 因子以 下 とは 明 らか に 差 が

認 め られ た 。 そ こ で， 2 因 子構造 を採 用 し ， こ れ に

Varimax 回転 を施 し，
　 TABLE　2 に結果 の 概 要 を示 し

た 。 こ こ で，絶対値 ，35以上 の 因 子負荷 に 着日 し，単純

構造 をなす項目を選択す る と （Na17の 項 目 は第 【因子、第 II

因子 の 負荷量 の 差が 小 さ く除外〉， 第 1因子 （FD は，　 Na2，
4，5，7，9，11，12，ユ5，18の 9 項 目が ， ま た ， 第 II

因子 （FII ｝は，　 No．1
，
3，6，8，1D，13，14の 7 項 目 が

そ れ ぞ れ 選出 さ れ た 。 第 1因子 は ， 「他者評価か らの 自

由」の 因子 ， 第 II因子 は
， 「積極 的 自己 表 出」の 因子 と

各 々命名さ れ た
孝

  第 1因子 が ， 「他者 の 存 在 を気 に す

る か 否か 」，第 H 因子 が ，「自己 を積極的 に 表出す る か

否か 」に対応す る次元 で あ り， こ れ ら は独立 した 2 つ

の 次元 で ある こ と が確認さ れ た 。 以下，単純構造 をな

す項目 〔TAB しE2 に イ タ リッ ク で表 示 ）の 総和 に よ り，
そ れ

ぞ れ 因子得点を算出 し た 。 こ の 尺 度を 「ユ ニ ーク さ 尺

度」 と 呼 ぶ
。

TABLE 　2　因子分析の 結果

因 　 子 　 負 荷 　 量

ND h〜

FI
　　　　　　　　 IFH

1 一．125 一681 48匸1

2 一7／5 一、258 ．578

3 ．147 447 ．221

4 一z39 一、 79 ．552

56 一 価

一．055　 …

一、  29
−．貔 7

430

．302
7 一．495 　　 i

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヨ

一、llcト ．257

8 一．201 413 211

9 ．邸 2 ．172 429

1D ．D98 ∬ 4 579

11 ．4偲 ：　　　 、D51 169

12 一．517 245 328

13 一．130 一5ヱθ 278

14 一、087 378 150

工5 一．515 】04 ．276
17 一．298 391 ．242
18 一．595 ．296 442

寄与 率 l
　　　　　　 i19

．92（％ ｝ 1ξ．92 （％〕 34．84〔％）

幅　2 因 子 の 寄与 率 の 合計 が 若干 低 い の は，因 子 数 の 制 限 に よ る

と こ ろが 大 きい 。3 因 丁
一
構 造 以上 を採択 すれ ば，寄与率 は大 幅

に 上 が る が
， 固有値 と の 兼 ね 合い で 3 因 于 以 上 の 因 子 を採択 す

る こ と は不 可能 で あ っ た。

　1：3）信頼性　 ユ ニ ーク さ尺度 の 16項 目 に つ い て
，

ス ピ

ア マ ン ・ブ ラ ウ ン の 公式に よ る信頼性係数 揃 後折 判

を算出 した と こ ろ
， ．720 の 値が 得ら れ ，

こ の 尺度 の 内的

整合性に基づ く信頼性 は低 くな い とい え よ う。

　 1：4）妥当性 　ユ ニ ーク さ尺 度 の 2 つ の 因子 （次元 ）な ら

びに 総 得点 と 岡本 （1995）の 独 自姓欲求尺度 と の 相関係

数 を算出 し ， TABLE　3 に結果 を示 した 。 そ の結果 ，
い

ずれ も正 の 有意な相関 が 得 られ，本尺度 の 併存的妥当

性の低 くな い こ とが検証 され た 。

TABLE 　3　ユ ニ ーク さ尺度の 妥当性 の検討

・ iP 〈．  1

　以上 ， 新 し い 独 自性欲求尺度 （ユ ニ ークさ尺 度）の作成

を行 い
， 独 自性欲 求 を 4 つ の 型 に 分類 す る 可能性 が 示

唆 さ れ た 。

　 と こ ろ で ，人間存在 の 本質 と結び つ い た こ の 独 自性

欲求を充足す る こ と で ， 人 は よ り生 き生 き と した精神

的活動 を行 う こ と が で きる で あ ろ う。 そ の こ と は，活

発な創造 へ の 意欲 も生 み 出す こ と で あ ろ う。 従 っ て
，

独 自性欲求の タ イ プ と創造性 体 研究 で とりあ げ るの は、創

造性 の 人 格的基 腱 を な す と考 え ら れ る 「創造 的構え 」〕に は，密

接な 関係が見 られ る こ と が予 想さ れ る 。 そ こ で ， 次に ，

「創造 的構 えテ ス ト」と の 関連 に お い て，こ れ ら 4 つ の

類型 の特徴 を若 干明 らか に して い く こ とと した い 。

FIG　 l に は 各類型 の 暫定的な名称 も付 さ れ て い る 。 こ

れ ら 4 つ の 類型 の 価値づ け は 難 し い 点 もあ る が
，

こ れ

ら の うち で は ， A 型 す な わ ち ， 「わ が 道型の独 自性欲求」

の タ イ プ が対人関係 に そ れ ほ ど惑わ さ れず に ，もの静

か に 自分 の 目標を着実に実現 さ せ て い くと い う印象で ，

独 自性欲求 の 表 出 の 仕方 （あ り方） と して は，最 も成熟

し た類型 の よ うに 思 わ れ る 。

一
方 ， 他の類型は ， 「ま だ

自分 自身や他者に と らわ れ て い る」面が あ り， A 型よ

り も 「創造 的構え 」に お い て 低 い 得点 を示 す こ と が 予

想 され る 。

　 2．独 自性 欲求 と創造的構 え と の 関連

　 ユ ニ ーク さ 尺度 の 2 つ の 因子得点の 平均 〔そ れ ぞ れ

2723，28．ge） を も と に ，　 F ［G．工に 示す A 〜D の 4類型に

分類 し ，
こ の 4群 の 「創造的構え」の 6下位尺度な ら

95 ・

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Educational Psychology

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assooiation 　of 　Eduoational 　Psyohology

217 教 育 心 理 学 研 究 第39巻 第 2 号

び に 総得点 の差違 を
一
要 因 の 分 散分析 に より検討 し た。

そ の 概要 を ま と め た もの が ， TABLE 　4 で あ る。 それ に

よ れ ば ， 「自己信頼感」 （F ＝24．62，pくOl）， 「持久力」（F ＝

3．14，p〈．U5），「探求心」（F ＝ 7．31，p（Ol）の 3 つ の 下位尺度

及 び 「総得点」（F ＝4．72，　pくOl）に お い て 4群間 に 有意差

が 認 められ た。ま た ， これ ら有意差 の 得 られ た も の に

つ い て ， Ryan 法 に よる多重比 較を行 い
， 結果 を TABLE

5 に まとめ て 示 し た。TABLE 　5 よ り， 「自己信頼感」の

得点は，A 型 が B
，
　 D 型 よ りも， また，　 C 型が B ，

　 D

型 よ りも有意に 高か っ た 。 「持久 力」に お い て は，分散

分析で は有意差 は見 ら れ た も の の ， 多重比較 の結果，

い ずれ の 2 群間に も有意差 は認 め られな か っ た。「探求

心」 の 下位尺度 で は，A
，
　 C 型 が D 型 よ り有意 に 得点

は 高 か っ た 。 ま た ， 「創造的構 え」 の 総 得点 に お い て

は ， 「自己信頼感」 の 下位尺度 と同様 ， A ，　 C 型 が B
，

D 型 よ りもそれ ぞれ 有意に高 い 得点を示 した 。

TABLE 　4　 4 類型 の 創造的構 え得点 の 平均 と 分散分 析

　　 　　 の 結果

　　　　　類型

創造的構え
A （N 二6の BIN ＝63） C〔N ； 44） D （N ＝5ヨ｝ F　 値

自己信頼感
65，31
（7．59）旺

56．81

  ．02）

66 ．27

〔8．70＞
　　56，871

（6．65）

　　　　　1−

24．629．

i

持 久 力
5』．72

（9．55）
52．呂9
（8．9D51

．27

（10．15）

56 ．53

（7，69）
3．148

挑 戦 性
　　45．77
　　（7．21）
…

4324

（6，ヨ7）
45、75

σ．51）
43．77
（7 ．39）

1．19

探 求 心 153・751
（6．94）

51、75
〔6．55）

54、98
（6．99）

49，05
（6，94）

7．31叫

　　　　一

細 心 さ
40．53
｛5 ．34）

41．62
〔4．捌

41、14

（5．45）

42．17

（4．01） 1L21

客 観 性
46 ．66

（6．07）

44 ．671
：6．3η

16，77
（6．50）

46．ll

（5 ．79＞
1．45

合　 　計
306．73

（27．51〕

29〔1，97
〔27．32｝【　　　　　　　r306

．18
（32．85）

294．51

（25．56）
4．72寧拿

注）下段 の 数 値 は SD 　　”p＜、nl　　・
pく，05

TA 肌 E 　5　多重 比 較 の 結果 佐 の 型
一

右の 型の t 値）

　 　 　類型

創造的構え
A 　 BA − CA − DB − CB − DC − D

自己信頼 感

　 ．−
6」98 一

〇 635 、87・一6．22拿一
〇．G45 ．96’

持 久 力 1．13194 一・・1．07o ，92 一2．15 一2．84

探 求 心 ll．67 一
〇、923 ．69拿一2．4D2 ．1ユ 4．24事

合　 　計 呂．33． 0、266 ．17‘一7．26拿一L785 ．37‡

・P く，05

　 上記 の 結 果 を ま と め る と
， 創造的構え の得点 に お い

て は．全般的 に A 型 や C 型が B ，D 型 よ りも有意に高

い と い え そ う で あ る。A 型 が B
，
　 D 型 に 比 べ 得点が高

い とい う結果は 予想を支持す る もの で あ っ た 。 A 型 と

C 型 の 間 に 差が 見 られな か っ た原因と し て は
， C 型 の

特徴 を再吟味す る こ と に よ っ て 理解 で きる面 もあろ う。
つ ま り，C 型 は，　Flc，1 に あ る よ う に ，自己表出 を盛ん

に 行 うが ， そ れ は あ くまで も， 「他者の 存在を念頭に 置

い た 上 で 」行われ るの で あ る 。

’
他者の 存在 に 気 を配 り

な が ら， そ れ に応 じ て 自己表出 を行 うわ け で ある 。 こ

れ は ， 独自性欲 求表 出 の観点か ら は，か な り健 全 な タ

イ プ と い っ て よ い か も しれ な い 。それ故 ， 「創造的構え」

の 「自己信頼感」 な どの 下位尺度や 「全体得点」 に お

い て ，A 型 と同程度 の得点を 示 し た の で は なか ろ うか 。

当初 は ， C 型の こ の特徴 を軽視 して い た た め に ， こ の

よ う な結果 は予想 で きなか っ た が ， こ う して 見 て く る

と
， C 型 が 「人 を気 に しつ つ 自己表出を しな い 」 B 型

や ， 「人 を見ず に
一一

方的 に 自己表出をす る 」 D 型 に 比

べ ，よ り高 い 「創造的構 え」得点を示 し た こ と はかな

り理解で きるように 思 わ れ る 。 また，予想 した通 り，

B 型 と D 型 の 間に は 「創造 的構 え」得点に差 は認 め ら

れ な か っ た 。 B 型 は周 囲の 人 の こ と が 気に な る 余 り自

己 の 表 出が抑制 され て い る タ イプ，D 型 は他者 と は無

関係に
一

方的 に 自己表 出を目指そ う と するタイ プ で あ

り， い ずれ も独 自性欲求表出 の 仕方 として は未熟な タ

イ プ と い え よ う 。 B 型 や D 型 か ら脱 し ，
　 A 型や C 型 に

移行す る こ とが
， 独 自性欲求表出の 仕方 とし て は よ り

成 熟 した もの で あ り ， そ の よ うな タイ プ に移行す る こ

と に よ っ て ， 自己 の 内面 を十全に表現 で きるだけ の 健

全な創造的活動が可能に な る と い う こ とで あ ろ う。

　な お ， 本研究で は，FIG．1の 4類型 の 分類は，サ ン プ

ル の 平均値 に 基 づ い て行 っ た。今後，よ り被験者を 増

やす こ と に よ り ，   標準偏差 を加味 し た分析を行 う こ

と ，   各類型 の よ り明確な判定基準を作成する こ と な

どが 課題 と な ろ う 。
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